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DuMA ニュースレター                                   ２０２５年１０月２７日 
根室沖で M5.9の地震発生 

 2025年 10月 25日 1時 40分ごろ、根室半島南東沖で最大震度 5弱を観測した地震が発生しまし

た。マグニチュードは速報値で 5.9 と報告されています。 

 
 

当該地域では、１０月２２日にもマグニチュード５．１の地震が発生しています。 

DuMAでは、主に内陸直下型地震を対象とした解析で、これまで何度も根室・釧路のすぐ沖合で地

震活動静穏化（地下天気図で青い部分）が観測されている事、但し、この異常は発生対象を M６クラス

までカバーするようなパラメータの解析でのみ静穏化が見られる事から、DuMAダッシュボード（例えば

先々週の 10月 13日号）では以下のコメントをしておりました。 

 
 ただ、「いつ頃まで」の欄が「2025年 5月」となっておりました。また第一カラムも異常が「継続中」という

表記で、自己矛盾しておりました。これは私共の転記ミス（記載ミス）でした。大変申し訳ありませんでし

た。その前の DuMAダッシュボードは 2025年 7月 21日号では、以下のように「いつ頃まで」は「継続

中」となっており、こちらが正しい記載です。 

 
来週号で内陸直下型地震を対象とした解析を行う予定ですので、その時に静穏化がどのように推移し

ているか確認し、ご報告させて頂きます。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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 ちなみに９月２２日のニュースレターでお示しした日本列島陸域近傍の地下天気図の北海道周辺部

分を再掲いたします。この異常を１０月１３日のニュースレターで、「継続中」とすべきところを「2025年 5

月」と誤記していたのです。 

 
９月２２日のニュースレターの地下天気図の一部。この解析では静穏化は解消していなかった 

 

北海道および九州の地下天気図®️ 

 今週号では、９月８日のニュースレターに引き続き、北海道と九州および南西諸島を含む領域の地下

天気図をお示しします。いずれも L タイプとなっています。 

 

北海道の地下天気図 

 次の地下天気図は１０月２３日時点の L タイプ地下天気図です。対応する地震活動はマグニチュード

７クラスを考えています。 

一番顕著な異常は、青森沖（十勝沖）における静穏化です。この静穏化は M タイプでも確認できてい

ます。それ以外では、釧路・根室沖では、上にお示しした M6 クラスを想定した解析と違い、赤くなる地

震活動活発化領域が出現してきた事です。 

 

九州および南西諸島の地下天気図 

 福岡県・佐賀県およびその日本海沖合にかけての地震活動静穏化はかなり顕著な静穏化を示してい

ます。ただし九州北部、特に佐賀県はもともと地震があまり発生しない地域であるため、計算に使用でき

る過去の地震総数が、例えば熊本地震の発生した熊本県と比較すると少なく、異常をどう評価するかは

難しいところです。前回と同じコメントとなりますが、要注意な状態である事は確実です。 
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